立命館慶祥高校

2005年度　シラバス

高校１年生

作成：立命館慶祥中学校・高等学校　教務部

2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部

	科　目　名
	教　科
	実施学年

	国語総合（現代文）
	国　語
	高校１年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	Ａ～Ｈ
	３単位
	入倉　石川　下川原
	6,7,9,12,3月

	教育目標

社会の諸問題について視野を広げ、さまざまな角度からの捉え方、表現を学びます。論拠を吟味しながら、話を聞いたり、お互いに意見を述べたりできる力をつけます。また、自己を的確に表現し、自分の意見を根拠づけて論理的に記述できる力をつけます。その基礎として、常用漢字や語彙を増やす学習なども、年間を通して行います。

	使用テキスト
『国語総合　現代文編』（東京書籍）／『21新国語総合ガイド』（京都書房）／

『完全征服　27　完全征服　現代文の重要知識』（桐原書店）/

『新演習現代文　アチーブ２』（桐原書店）

	評価方法
定期試験は年５回行い、提出物や小テスト、課題などを平常点として評価します。定期試験が８割、平常点が２割です。現代文６割と古典４割を合わせ、国語総合として単位認定されます。

	受講生へ
高校１年生全員必修科目です。説明的文章、文学的文章などのジャンルを問わず、幅広く読書をしていると、受講がより有意義なものとなります。教員の説明を暗記するだけではなく、自分の意見を持ち、それを的確な表現を用いて、論理的に展開する力をつけます。新聞記事の要約文や感想文などにも取り組みます。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	評論文『歩行と思索』：　要約

評論文『希望としてのクレオール』：　要約　　　　　　　　　スタディサポート

小説『羅生門』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定期試験

小説『羅生門』：要約・感想文　８月の模試対策　　　　　　　模擬試験、定期試験

小説『鏡』：要約・感想文　　　　　　　　　　　　　　　　　模擬試験

評論文『時間と自由の関係について』：　　　　　　　　　　　定期試験

詩　近代詩の鑑賞と創作　　１１月の模擬試験対策

評論『広告の形而上学』：要約・感想文　　　　　　　　　　　模擬試験

評論『水の東西』：実力テスト対策　　　　　　　　　　　　　定期試験

小説『富獄百景』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 実力テスト

小説『富獄百景』後半：要約・感想文

総復習　定期試験対策　　　　　　　　　　　　　　　　　　 定期試験

※　年間を通しての『現代文の重要知識』小テスト

※　適宜プリントによる演習（模擬試験対策）
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	国語総合（古典α）
	国　語
	高校１年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	ＡＢＣＤＥＦ
	２単位
	保坂
	6,７,9,12,3月

	教育目標

これまで積み上げてきた古典文法の理解の定着をはかり、作品読解を通してさらに必要な文法についてマスターしていくことを目標とします。また、中古・中世の多くの作品にあたることで、古典の基礎知識の充実をはかり、的確に内容を理解できるように学習していきます。

	使用テキスト
　　『高等学校　古典　古文編』（三省堂）／『探求　国語総合（古典編）』（桐原書店）／『全訳古語例解辞典』（小学館）／『２１新国語総合ガイド』(京都書房)／『新版　読解を大切にする体系古典文法』（数研出版）／『入試頻出センター古文単語４４０』（浜島書店）／『仲先生の古典文法の基礎と実践　新訂版』（文英堂）

	評価方法
定期試験は年５回行い、提出物や小テスト、課題などを平常点として評価します。定期試験が８割で、平常点が２割です。現代文６割、古文４割とし、合わせて国語総合として単位認定されます。授業ノートは、きちんと予習の後が見られるかという点に着目したいと思います。提出物については、期限を厳守して下さい。

	受講生へ
中学の古典の学習と違う点は、文語文法の知識をもとに、自分の力で作品を読解・通読していくことが重視されることです。来年度に向けて自主的に解釈していく力の基礎を固めていくことを目標とします。読解するにあたって重要な事柄については、時間をかけて取り組みますが、個々の教材の全体的な内容把握については、テンポよく進める予定です。予習・復習の時にもこの事を意識して、メリハリをつけて学習して下さい。また、様々な作品の背景を知り、作者の思想、感情を読み取ることで、より古典を身近に感じてほしいと思います。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月
11月

12月
１月

２月

３月
	「安養の尼の小袖」『古今著聞集』：敬語の復習／「文字一つの返し」『十訓抄』：和歌

説話：読解力を高める

「あこがれ」『更科日記』：敬語の復習・識別・終助詞

前期第１回定期試験/「帰京」『土佐日記』：助動詞・重要表現

「世に語り伝ふること」『徒然草』：識別・副助詞・重要表現

《夏期休暇課題→助動詞・敬語》

『徒然草』より：読解力を高める

前期第３回定期試験/「中納言参り給ひて」：敬語の確認/

「花山院の出家」『大鏡』：敬語の理解を深める・接続助詞・終助詞・指示語

「肝試し」『大鏡』：敬語の理解を深める・副助詞・文化事項の理解

後期第１回定期試験/『伊勢物語』より：読解力を高める/《冬季休暇課題》

「桐壺」『源氏物語』：敬語の完成・副助詞

「若紫」『源氏物語』：敬語の完成・和歌・重要表現

後期第２回定期試験

※年間を通して『センター古文単語440』の小テストを実施します。
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	国語総合（古典β）
	国　語
	高校１年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	Ａ～Ｈ
	２単位
	石川・小川・河原
	6,７,9,12,3月

	教育目標

文語文法は、用言・助動詞・敬語の概念までを理解し、同時に古語の語彙力を伸ばします。これらの学習を通して、古文に親しみ、古文を読む能力を養うとともに、古文を読むことによって、日本の文化と伝統に対する関心を深めていくのも大きな目標です。

	使用テキスト
　『探求 国語総合（古典編）』（桐原書店）『高等学校　古典　古文編』（三省堂）/『21新国語総合ガイド』（京都書房）/『新版読解を大切にする　体系古典文法』（数研出版）/『仲先生の古典文法の基礎と実践　新訂版』（文英堂）/『センター古文単語440』（浜島書店）/『全訳　古語例解辞典　第三版』（小学館）

	評価方法
定期試験は年５回行い、提出物や小テスト、課題などを平常点として評価します。定期試験が８割で、平常点が２割です。現代文６割、古文４割とし、合わせて国語総合として単位認定されます。提出された授業ノートは、きちんと予習のあとが見られるかという点に着目します。

	受講生へ
古文は多くの文章を読めば読むほど力がつきます。本講座では、古文を読むために必要な知識を身につけ、その知識を活用し、実際に古文を読み味わいたいと思います。受講生には、疑問を明確にするためにも、予習を求めます。しっかり勉強してください。

	年間学習計画

	4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

１月

2月

3月
	古文の学習方法／児のそら寝『宇治拾遺物語』：歴史的仮名遣い

文節・品詞／動詞の活用　＊プリント中心
形容詞・形容動詞の活用

仁和寺にある法師『徒然草』：助動詞の概念

《夏期課題→問題集（用言中心）》

門出『土佐日記』：助動詞の拡大／古典の暦法
芥川『伊勢物語』：助動詞の拡大／呼応の副詞／係り結び／当時の結婚
世に語り伝ふること『徒然草』／あこがれ『更級日記』：識別

大江山『十訓抄』：尊敬の助動詞／和歌の修辞法

《冬期課題→問題集（助動詞中心）》

小野の雪『伊勢物語』：敬語の概念

二月つごもりごろに『枕草子』：敬語
助動詞のまとめ　＊プリント中心

※年間を通して『センター古文単語440』の小テストを実施します。
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	現代社会（政治経済）
	社会
	高校１年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	全クラス
	４単位
	中川・金原・箭内・江口
	6,7,9,12,3月

	教育目標

｢世界に生きている私たち｣に求められていることは、どういうことなのか。そのことを念頭に、｢政治｣｢経済｣｢憲法・司法｣の三つを柱にして、世界の今を解析していきたい。また、現代世界や日本の課題を身近な諸問題から発展的に捉える。そして、調べ・考え・伝えることを継続的に実践していき、明日に繋がる生きた学びを体得する。

	使用テキスト
『高等学校　政治・経済』（東京書籍）、『政治経済用語集』（山川出版社）、『最新図説　政経』（浜島書店）『政治・経済ワークノート』（東京書籍）

	評価方法
定期考査、課題レポート等を総合的に評価

	受講生へ
高校の社会科の扉がここから開きます。能動的な姿勢を持って、政治経済がとても興味深く、より探究心があらわれるように学習していきます。中学の地理的分野・歴史的分野からの学習の継続性を持ちつつ、世界の糸を解いていく作業をここから行なっていきます。発見が身近になる｢政経｣となり、更なる向学へとすすむでしょう。

	年間学習計画

	

	４月

６月

８月

９月

10月

12月

２月
	・国際社会の変容と日本

・国際社会の動向と課題

・民主政治の基本原理

・日本国憲法と民主政治

・法を守る裁判所と司法権

・経済社会の変容と経済体制

・現代社会のしくみ

・現代経済と福祉の向上

・国民経済と国際経済

・国際政治の諸問題

・国際社会と国際法
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	数学Ⅰ（内進生）
	数　学
	高校１年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	A～H組
	４単位
	渡部・大森
	6,7,9,12,3月

	教育目標

確率、三角関数、いろいろな関数（指数関数、対数関数、分数関数、無理関数、逆関数）、数列、微分、積分について理解し，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，それらを自然科学・社会科学の分野で的確に活用する基礎能力を伸ばすとともに、数学的な見方や考え方，数学を活用した科学的考察についての認識を深める。

	使用テキスト

体系数学Ⅲ（数研出版）・体系問題集 数学Ⅲ（数研出版）
体系数学Ⅳ（数研出版）・体系問題集 数学Ⅳ（数研出版）

体系数学Ⅴ（数研出版）・体系問題集 数学Ⅴ（数研出版）

	評価方法
定期考査：70～80％　　　課題・平常点：30～20％

体系問題集の問題を自力で80％解答できる力をつけることを最低限の目標とする。

	受講生へ
確率では事象を分析し、整理統合する手法を学習する。それを数値化して事象を把握する有用性を認識してもらいたい。三角関数やいろいろな関数では自然科学・社会科学における変化を表す基本的な関数を扱う。それぞれの関数の性質から活用できる分野を考察してほしい。数列では自然数に対応する数値の規則性から一般的な事柄を数式化する。帰納的に一般化を行う方法を習得してほしい。微分・積分において学ぶ知識は自然界における生物の生息数の推測、理科の実験データ、マクロ経済学などを汎用性の広い分野です。多角的な考察ができるような力をつけるように努力してほしい。予習、復習を欠かさず、授業に臨むこと。

	年間学習計画

	4月

5月

6月
7月

8月

9月
10月

11月

12月
1月

2月

3月


	（1）確率（数学Ａ）

ア　集合の要素の個数　イ　場合の数　ウ　順列　エ　組合せ　オ　二項定理

カ　試行と事象　キ　確率とその基本性質　ク　条件つき確率　ケ　確率の計算

コ　独立な試行の確率　サ　期待値

（2）三角形と三角関数（数学Ⅱ）

ア　弧度法　イ　三角関数の性質　ウ　三角関数のグラフ　エ　三角関数の加法定理

オ　いろいろな公式

（3）いろいろな関数（数学Ⅱ）

　　ア　累乗根　イ　指数の拡張　ウ　指数関数　エ　対数とその性質　オ　対数関数

カ　常用対数　キ　分数関数　ク　無理関数　ケ　逆関数と合成関数

（4）数列（数学Ｂ）

　　ア　数列　イ　等差数列　ウ　等比数列　エ　数列の和　オ　いろいろな数列

カ　漸化式と数列　キ　数学的帰納法

（5）微分法（数学Ⅱ）

　　ア　平均変化率と微分係数　イ　関数の極限値　ウ　導関数　エ　接線

オ　関数の増減と極大、極小　カ　最大値、最小値　

キ　関数のグラフと方程式、不等式

（6）積分法（数学Ⅱ）

　　ア　不定積分　イ　定積分　ウ　面積　エ　体積
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	数学Ⅰ（高入生）
	数学
	高校１年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	A～H組
	４単位
	山本・伊藤・穴水・行川
	6,7,9,12,3月

	教育目標

代数・解析的な考え方と幾何などを主に学ぶ教科。方程式と不等式・２次関数・式と証明・集合と確率・いろいろな関数の基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，それらを自然科学・社会科学の分野で的確に活用する基礎能力を伸ばすとともに、数学的な見方や考え方，数学を活用した科学的考察についての認識を深める

	使用テキスト
教科書：高等学校　数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ　(数研出版)

問題集：４STEP　数学Ⅰ･Ａ･Ⅱ　(数研出版)　ｵﾘｼﾞﾅﾙ　数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ　(数研出版)

	評価方法
定期考査：70～80％　　　課題・平常点：30～20％
注）定期考査について：４STEPの練習問題を自力で80％解答できる力をつけることを最低限の目標とする。４STEPの章末問題を自力で解答できる努力を怠らないこと。

	受講生へ
方程式や不等式の考え方や計算に習熟する。また二次関数や三角関数・指数関数・対数関数など、自然科学・社会科学における変化を表す基本的な関数を扱う。それぞれの関数の性質から活用できる分野を考察してほしい。場合の数・確率では事象を分析し、整理統合する手法を学習する。それを数値化して事象を把握する有用性を認識してもらいたい。予習、復習を欠かさず、授業に臨むこと。節ごとに確認小テストを行う。

	年間学習計画

	４月
５月
６月
７月
８月
９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	（１）　方程式と不等式（数学Ⅰ）

ア　式の計算　イ　実数　ウ　1次不等式と2次方程式
（２）　２次関数（数学Ⅰ）
　　　ア　２次関数とグラフ　イ　2次不等式
（３）　式と証明（数学Ⅱ）

（４）　複素数と方程式（数学Ⅱ）

（５）　場合の数と確率（数学Ａ）
　　　ア　集合とその要素の個数　イ　場合の数　ウ　確率
（６）　論理と集合（数学Ａ） 
（７）　三角関数（数学Ⅱ）
　　　ア　三角関数　イ　加法定理

（８）　指数関数・対数関数（数学Ⅱ）
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	数学A（内進生）
	数　学
	高校１年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	A～H組
	３単位
	渡部・大森
	6,7,9,12,3月

	教育目標

座標平面、座標空間上で式を用いて直線・円・平面・球などの基本的な平面図形の性質や関係を数学的に考察し処理するとともに、その有用性を認識し，いろいろな図形の考察を解析幾何的にできるようにする。ベクトルについての基本的な概念を理解し，基本的な図形の性質や関係をベクトルを用いて表現し，いろいろな事象を代数的に処理する基礎をつける。行列はもともと、連立方程式の解法と関連して考えられたものである。それらの基本的演算について学び、連立1次方程式を解く。


	使用テキスト
体系数学Ⅳ（数研出版）・体系問題集 数学Ⅳ（数研出版）

体系数学Ⅴ（数研出版）・体系問題集 数学Ⅴ（数研出版）


	

	評価方法
定期考査：70～80％　　　課題・平常点：30～20％

体系問題集の問題を自力で80％解答できる力をつけることを最低限の目標とする。



	受講生へ
昨年度まで学習してきた幾何学は公理をもとに証明を行うユークリッド幾何学である。数学Ａでは図形を座標平面、座標空間に置くことによって文字式の変形で図形の性質を扱っていく。そのことにより、直感的な事象を簡単な解析操作で扱える。さらにベクトルを用いることでより抽象的な概念で図形を把握できる。一気に世界が広がる科目です。予習、復習を欠かさず、授業に臨むこと。


	年間学習計画

	4月
5月

6月
7月
8月
9月
10月

11月

12月

1月

2月

3月
	（1）図形と式（数学Ⅱ）

　　ア　座標平面上の点　イ　分点の座標　ウ　直線の方程式　エ　円の方程式

オ　円と直線　カ　軌跡と方程式　キ　不等式と領域

（2）平面上のベクトル（数学Ｂ）

　　ア　平面上のベクトル　イ　ベクトルの演算　ウ　ベクトルの成分

エ　ベクトルの内積　オ　位置ベクトル　カ　ベクトル方程式　キ　ベクトルの応用

（3）空間のベクトル（数学Ｂ）

　　ア　空間の座標　イ　空間のベクトル　ウ　空間のベクトルの成分

エ　空間のベクトルの内積　オ　空間の位置ベクトル　カ　空間のベクトルの利用

キ　座標空間における球面、直線、平面

（4）行列（数学Ｃ）

　　ア　行列　イ　行列の加法、減法と実数倍　ウ　行列の乗法　エ　行列の乗法の性質

オ　逆行列　カ　連立1次方程式　キ　1次変換　ク　合成変換と逆変換　

ケ　回転移動　コ　1次変換と図形　



2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	数学A（高入生）
	数学
	高校１年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	A～H組
	３単位
	山本・渡部・伊藤・穴水
	6,7,9,12,3月

	教育目標

図形・幾何的な考え方を学ぶ教科。座標平面上で式を用いて直線や円などの基本的な平面図形の性質や関係を数学的に考察し処理するとともに、その有用性を認識し，いろいろな図形の考察を図形の性質だけでなく計算で処理できるようにする。

	使用テキスト
教科書：高等学校　数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ　(数研出版)
問題集：４STEP　数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ(数研出版)、ｵﾘｼﾞﾅﾙ　数学Ⅰ･Ａ・Ⅱ　(数研出版)

	評価方法
定期考査：70％　　　課題・確認小テスト：30％

注）定期考査について：４STEPの練習問題を自力で80％解答できる力をつけることを最低限の目標とします。４STEPの章末問題を自力で解答できる努力を怠らないこと。

	受講生へ
昨年度まで学習してきた幾何学は公理をもとに証明を行うユークリッド幾何学である。数学Ａでは図形を座標平面に置くことによって文字式の変形で図形の性質を扱っていく。そのことにより、直感的な事象を簡単な解析操作（計算）で扱える。一気に世界が広がる科目です。予習、復習を欠かさず、授業に臨むこと。節ごとの確認小テスト行う。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	（１）　平面図形（数学Ａ）
ア　三角形の性質   イ　円の性質

（２）　図形と計量（数学Ⅰ）
ア　三角比　イ　正弦定理と余弦定理　ウ　図形の計量
（３）　図形と方程式（数学Ⅱ）
　　ア　点と直線　イ　円　ウ　軌跡と領域
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	化学Ⅰ（内進・化学）
	理科
	高校１年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	Ａ～Ｆ組のα
	2単位
	向井 健一郎
	6,7,9,12,3月

	教育目標
1 代表的な芳香族化合物の合成方法や性質を知る．
2 食品，衣料，医薬品など，生活を支える物質の性質を知る．
3 実験に習熟し，レポートを書き，発表する技術を習得する．
4 大学進学にあたって必要な知識や技能を養い，入試問題に対応できる．

	使用テキスト
『化学Ⅰ』，『化学Ⅱ』（数研出版）

『フォトサイエンス化学図録』(数研出版)

『リードα化学Ⅰ・Ⅱ』(数研出版)

『化学実験書』（立命館慶祥中学校・高等学校化学科編）

	評価方法
定期テスト70％，平常点30％で評価し，化学Ⅰ（化学）：化学Ⅰ（物理）＝２：１の比で合算して評価します．

平常点は，実験レポート，授業中に課される課題，小テスト，および授業に取り組む姿勢などを考慮して評価します．

	受講生へ
前半は，医薬品，染料，合成樹脂などの合成に欠かせない芳香族化合物について勉強し，後半は，具体的に生活に関わる物質についての理解を深めます．

定期テストの一部に，おもに中3での学習内容－無機化学，有機化学－の復習を出題するので，自学での復習が必要です．（授業で復習範囲を指示します）

身のまわりの物質（色々な製品や環境物質など）に興味や関心を持って学習を進めていきましょう．学習は、主に授業と復習が中心の学習となります．

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月
１月

２月

３月
	化学Ⅰ　5編－Ⅳ　有機化合物の復習

化学Ⅱ　3編１章　食品の化学

3編2章　衣料の化学

3編3章　材料の化学

4編1章　生命の化学

4編2章　薬品の化学
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	化学Ⅰ（高入・化学）
	理　科
	高校１年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	A～Fのβ,G,H
	２単位
	伊藤・久末・千葉
	6,7,9,12,3月

	教育目標

私たちの身の回りにある物質や自然科学の現象の中で「化学」に関する現象を取り上げ，現在の自然科学（化学）ではどのように解明されていて，それらの知識をどのように利用しているかを理解し，有効にかつ環境に配慮した形で利用していく精神を養う．

	使用テキスト
『化学Ⅰ』（数研出版）

『フォトサイエンス化学図録』(数研出版)

『リードα化学Ⅰ＋Ⅱ』(数研出版)

『化学実験書』（立命館慶祥中学校・高等学校化学科編）

	評価方法
定期テスト70％，平常点30％で評価し、化学Ⅰ（化学）：化学Ⅰ（物理）＝２：１の比で合算して評価します。

平常点は、実験レポート，授業中に課される課題，小テスト，および授業に取り組む姿勢などを考慮して評価します。

	受講生へ
身の回りにある物質を中心に，化学的性質や反応，利用，製法を学習します．

実験や観察を多く取り入れます．特に実験は危険を伴う場合もあるので，説明はもらさず聞き，操作には細心の注意を払ってください．

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	第１編　物質の構成と構成粒子　第１章　物質の構成粒子

第３編　無機物質の性質
　　第１章　非金属元素の性質

第２章　典型金属元素の性質
第３章　遷移元素の性質

第４編　有機化合物の性質　　　第１章　有機化合物の特徴
第２章　脂肪族炭化水素

第３章　アルコールと関連物質

第４章　芳香族化合物




2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	化学Ⅰ（物理）
	理　科
	高校１年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	全クラス
	１単位
	高橋(幸)・大沢・及川
	6,9,12,3月

	教育目標

今年1年間の学習目標を次のように定めた。

5 物理学の基本的な法則・原理を系統的に学び諸事象を科学的に見ることができるようになる。

6 大学進学にあたって必要な知識や技能を養い、入試問題に対応できる。



	使用テキスト
『物理Ⅰ』、（東京書籍）

『ニューステップアップ』(東京書籍)

	評価方法
定期テスト70％，平常点30％です。平常点は、授業中に課される課題，小テスト，および授業に取り組む姿勢などを考慮して評価します。
（注意）前期末、学年末の評価は、化学Ⅰ：物理Ⅰ＝２：１の割合でつける。

	受講生へ
物理学は、自然の奥底にある法則性を普遍的原理から理解する学問であり、現在の自然科学や技術の基礎となっている学問である。将来、科学研究者や技術者になることを目指している人ばかりでなく、現代社会で生活を営む上でも物理の知識は必要不可欠である。将来、理系はもちろん文科系へ進むことを考えている人も積極的に授業に取り組み、毎日の復習を欠かさないことを期待する。医、薬、理、工、農、水産学部などを志望する生徒は必須です。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	ガイダンス・速度

加速度・落下運動

投射・力

運動の法則

摩擦

２物体の運動・

仕事・運動エネルギー

位置エネルギー

力学的エネルギーの保存
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	理科総合B（生物）
	理　科
	高校１年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	A~H
	２単位
	新井・千葉
	7,9,12,3月

	教育目標
今年1年間の学習目標を次のように定めた。
7 「人体」との比較・関わりに視点を置きながら、細胞レベルから地球上の生命体のメカニズムまでを体系的にとらえ、理解する。
8 実験の運用能力を習得し、実験者としてのスキルを高める。
9 受験に対応する知識の習得のみならず、観察力・考察力・理解力などの高次学力を習得する。


	使用テキスト
『生物Ⅰ』（東京書籍）
『フォトサイエンス生物図録』（数研）

『ニューグローバル生物Ⅰ』（東京書籍）


	評価方法
定期テスト80％，平常点30％です。平常点は、実験レポート，授業中に課される課題，小テストなどを考慮して評価します。

	受講生へ
教室での講義形式の授業以外に、実験室にて様々な実験を行う予定です。知識の習得だけでなく、生物に対して興味や関心を持てるように積極的に授業に参加してください。また、単位数が少ない中で様々なことを学習していくことになるので、予習や復習など授業を受けるにあたって必要なことは各自必ず行うこと。
特に医、薬、理、農、水産学部などを志望する生徒は受験で必要になる科目です。

	年間学習計画

	４月
５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月
１月
２月
３月
	第１章　細胞と個体の成り立ち
第２章　生殖と発生
第４章　刺激と受容
第５章　内部環境の恒常性



2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	女子体育
	保健体育
	高校１年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	Ａ～Ｈ組
	２単位
	阿南浩司・日裏徹也
	各単元末

	教育目標

1 体力の高め方や運動の学び方を理解し、運動することの楽しさを味わうことができるようになる。

2 体力の向上を図るために、自己の体力及び運動能力を認識し、自ら運動に取り組む姿勢を身につける。
3 授業に臨む真剣な態度、準備や片付けなどに積極的に取り組む姿勢を身につける。
4 礼儀を重んじ、その場に応じて「けじめ」をつけることの大切さを学ぶ。
5 授業を通して、公正・協調性などの態度を身につける。

	使用テキスト
副読本：COLOR　WIDE　SPORTS（大修館）
用具　：クロスカントリースキーブーツ（１０月下旬に購入の案内をします）

	評価方法

それぞれの単元で技能・記録・取り組む姿勢に関して成績を出します。前・後期末の評価では各単元の成績をトータルで技能点を80％、平常点（意欲・関心・態度など）で10％、出席点（健康管理）で10％の割合で総合的に評価をします。

	受講生へ
日常での健康管理はもちろんのこと、時間厳守・仲間との協力・責任ある行動と安全面に留意し、さらに技術向上への自己目標の設定と達成への努力を継続し、積極的に授業に取り組んで下さい。

	年間学習計画

	４月

5月

６月

7月

８月

９月
10月
11月
12月
１月
２月
３月
	ガイダンス　　体ほぐし　　スポーツテスト

陸上（ハードル・走り幅跳び）

3.6km走

バスケットボール

器械運動（マット運動）

クロスカントリースキー
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	男子体育
	保健体育
	高校１年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	Ａ～Ｈ組
	２単位
	成田康宏・村田尋人
	各単元末

	教育目標
1 体力の高め方や運動の学び方を理解し、運動することの楽しさを味わうことができるようになる。

2 体力の向上を図るために、自己の体力及び運動能力を認識し、自ら運動に取り組む姿勢を身につける。
3 授業に臨む真剣な態度、準備や片付けなどに積極的に取り組む姿勢を身につける。
4 礼儀を重んじ、その場に応じて「けじめ」をつけることの大切さを学ぶ。
5 授業を通して、公正・協調性などの態度を身につける。

	使用テキスト
副読本：COLOR WIDE SPORTS（大修館）

用具　：柔道着

　　　：クロスカントリースキーブーツ（１０月下旬に購入の案内をします）

	評価方法
それぞれの単元で技能・記録・取り組む姿勢で単元ごとの成績を出します。前・後期末の評価では各単元の成績をトータルで技能点を80％、平常点（意欲・関心・態度など）で10％、出席点（健康管理）で10％の割合で総合的に評価をします。

	受講生へ
日常での健康管理はもちろんのこと、時間厳守・仲間との協力・責任ある行動と安全面に留意し、さらに技能向上への自己目標の設定と達成への努力を継続し、積極的に授業に取り組んで下さい。

	年間学習計画

	４月

５月
６月

７月

８月

９月
10月
11月
12月
１月
２月
３月
	ガイダンス　　体ほぐし　　スポーツテスト

陸上（ハードル・走り高跳び）

3.6ｋｍ走

サッカー

柔道

クロスカントリースキー
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	保健
	保健体育
	高校１年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	Ａ～Ｈ組
	１単位
	吉田道子・藤吉亮太・松尾昭子
	９・３月

	教育目標
1 思春期に伴うからだと心の変化と、性に関する科学的な知識を学び、自らの判断で自律した行動ができる力を身につける。

2 身近にある喫煙や飲酒などのからだへの影響と、社会における現状を理解する。
3 現代社会における様々な健康に関する問題について考え、自らとりまく環境が健康にどのような影響を及ぼしているのか理解し、解決しようとする資質と能力を育成する。

	使用テキスト
教科書： 現代保健体育（大修館）

　　　　　授業で資料配布



	評価方法
定期テスト80％，平常点20％です。平常点は、課題レポート，授業ノートの提出（整理・理解度の確認）および授業に取り組む姿勢などを考慮して評価します。

	受験生へ
生涯を通じて健康な生活を送るための知識を学び、それに伴う諸問題に対してどう判断し、行動すればよいのかを考え、解決できる力を身につけましょう。


	年間学習計画

	4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月
	ガイダンス　応急処置
喫煙と飲酒

精神の健康とストレス

思春期と健康　　第二次性徴
男性と女性のからだのしくみ

性交について考える
妊娠と出産
避妊法
人工妊娠中絶
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	音楽Ⅰ
	芸術
	高校１年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	Ａ～Ｈ（選択者）
	１単位
	田中貴・筒井あや
	筆記試験なし

	教育目標
（1） 音楽の諸活動を通して、感性を磨き豊かな音楽の能力を育てると共に、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てる。

（２） 多様な音楽を通じて感性を豊かにし、音楽に対する興味・関心を持つ心を養う。

	使用テキスト
高校音楽Ⅰ　ＭＵＳＩＣ  ＡＴＬＡＳ  （教育出版）

	評価方法
前期は歌、後期はリコーダーにて評価。いずれも100点満点で評価するが、実技に関しては特に授業態度（努力点）を考慮する。学年末は歌・リコーダーの総合評価とする。

	受講生へ
音楽の授業は歌とリコーダー、音楽鑑賞を中心に進めていきます。トーンチャイム（ハンドベルのようなもの）を使いアンサンブルも行ないます。

前期に歌のテストを行ない、後期にリコーダーのテストを行ないます。学年末にはその2つを総合して評価を出しますが、実技に関しては、授業内での努力点も考慮して評価します。

	年間学習計画

	

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	発声、呼吸法、「校歌」、「応援歌」

歌唱「少年時代」、「君を忘れない」

鑑賞『アマデウス』

歌唱「野ばら」（シューベルト、ウェルナー）

歌唱「野ばら」（シューベルト、ウェルナー）

斉唱試験「野ばら」（シューベルト、ウェルナー）

リコーダー「ふるさと」、「Ｔｈｅ　ｓｏｕｎｄ　ｏｆ　ｍｕｓｉｃ」

トーンチャイム

リコーダー「メヌエット」

リコーダー試験「メヌエット」

鑑賞『ボレロ』

１年間のまとめ

※　授業内容は進度や教材の関係で変更があります。
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	美術
	芸術
	高校1年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	Ａ～Ｈ（選択者）
	１単位
	船越
	なし

	教育目標

用と美のバランスを考え、素材の特性を生かした造形ができる。
· 籐の特性を生かしたデザインを追及する。

・　照明器具の可能性を追求し、生活に根ざした造形への意識を育てる。

過去の名画に、現代のモチーフを取り入れ描くことによって、鑑賞する力と描写する力を養う。

・　絵画制作を通して、色彩効果、筆致の効果、マティエールの効果を考えた制作が出来る

・　テーマを追求し、具体化に向けて構成・技法上の工夫が出来る

· 他人の作品に興味を持ち、共感できる

彫塑・彫刻を通して、空間把握のコツを習得し、物事を多角的に見る姿勢を養う。

· 材料と技法について学び、イメージを適切に表現する技法を工夫できる。

· 彫刻的見方を学び、形態、量感、動勢、均衡、などを意識した製作ができる。

· 他人の作品に興味を持ち、共感できる

	使用テキスト
高校美術１（光村）

※教材費は個人負担。年間４３００円（籐・電源スイッチ、筆・石・彫刻刀・ポートフォリ用ファイ

ル4冊　等）必要に応じて購買部（学生割引有り）で購入

※美術館レポートの美術館入館料（800円程度）と交通費

	評価方法
次の３項目のトータルを100点とする。①作品②提出物：ポートフォリオ（エスキース、制作の途中経過のまとめ、自己評価カード）、美術館レポートなど③平常点：製作態度、用具の調達･管理、計画性等。その比率は６：２：２。

	受講生へ
美術に関する一般的な教養としての講座です。作品制作を中心としながら、関連分野領域の作品鑑賞を行います。造形作品は世界共通の視覚言語です。技術上の個人差にとらわれず、自己表現やコミュニケーションの手段として、多様な価値観との出会いの場として、制作･鑑賞を楽しんで下さい。2年次も基本方針は変わりません。

	年間学習計画

	4月

7月

8月

9月

12月

1月
	籐による照明器具
· 制作に関わるオリエンテーション

・　デザインエスキース→『用』と『美』を考える
· 籐の基本的な編み方と製作
· 講評会と自己評価

· 美術館レポート（9月以降の製作に関連する企画展）

「時を超えた絵画」制作→過去の絵画を鑑賞し、その中に現代のモチーフを取り入れてみる。

· 絵画の基本（描画材料の特色、混色の基本・構図・筆やナイフの筆致）

· 作品鑑賞

· エスキース（下絵、習作）で構図の学習

· 制作

· 講評会と自己評価

立体作品→石彫

· 彫刻の基本（素材と技法、量感、動勢、バランス）

· 作品鑑賞とエスキース

· 製作

· 講評会と自己評価　　　・　展示
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	英語Ⅰ-Discovery  (Literature)
	英語
	高校１年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	１－AB
	２単位
	Glen Hill
	6,7,9,12,3月

	教育目標  Ss will develop a higher level of reading fluency and an interest in reading through extensive reading and other shorter reading task work, plus exercises to develop reading skills.

Ss will be encouraged to read regularly with goals for personal reading throughout the year, as well as meeting goals for class reading text.  Ss will also be challenged to increase their reading speed.  Ss will also build their vocabulary through reading and keeping a journal.

	使用テキスト  Graded Readers from level 3 upwards ( Penguin, Cambridge, and Oxford).
Books for class reading from among a list recommended for young adult native readers. (Possible titles include: Maniac Magee, A Wrinkle in Time, The Outsiders, The Pigman).  Internet resources for books and magazines and stories will be developed throughout the year.

	評価方法  Evaluation through meeting of regular personal reading goals and completion of book reports.  Class work such as comprehension-based tasks. Assessment of reading speed.

 General attitude and participation in classroom discussions and activities.

	受講生へ  As a class we will read 2 major texts during the year.  We will spend time discussing the content and doing open-book quizzes, and you will have to keep up with regular homework reading goals.  You will also work on a personal reading program outside of class time including short books and writing book reports.  There will be reading speed races and short writing assignments, and you will be given lessons on how to improve your reading skills.  You will be actively involved in classroom discussions and class work related to a variety of reading genre.  This class has close ties with the writing course.  You will keep a journal of vocabulary words and be expected to study it on your own.

	年間学習計画         Class Reading:                    Personal Reading Goal:

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	Start reading Coraline, by Neil Gaiman.

Reading speed race

Reading speed race; summer reading lesson

Reading speed race

Start second novel.

Reading speed race

Winter reading homework

Reading speed race
	First term:

Read 200 pages from short books and 

graded readers by the end of the first term.

Do book reports on each graded reader; do

reports on every 70-80 pages of other, longer

books.  Finish one novel (Coraline), 163 pages.

Second term:

Finish one novel (To Dance With The White

 Dog [provisional])

Read another 200 pages outside class, and

Follow the same book reporting scheme.
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	英語Ⅰ－Discovery (Grammar)
	英語
	高校1年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	１－ＡＢ
	２単位
	黒畑勝男
	6,7,9,12,3月

	教育目標

英語運用能力の高い生徒15名程度を対象に授業を展開する。文法事項に関する徹底した復習と演習による知識の体系化を図る。新しい文法事項となる分詞構文、副詞節、間接話法、仮定法の徹底理解と定着から、生徒の表現力をさらに高める。高校1年終了までに受講生全員の英語検定2級以上合格が目標。

	使用テキスト
· PROGRESS IN ENGLISH　Book 3, 4  (エデック社) 

・　総合英語 Forest（桐原書店）

	評価方法
· 英語I Literature・Writingとの合算評価（L＆W=70%、G=30%とする）

· 平常点としての評価項目：小テスト（予習確認、理解度確認、定着度確認）

年間５回の定期試験に加え、小テストや課題への取り組みを平常点として加味する。

	受講生へ
英語運用能力の優秀者を対象とした必修科目です。進度が早く取り扱う内容も豊富なため、毎時間予習・復習が必要となります。例文の暗唱を徹底的に行いますが、文法を単なる暗記の学習と捉えるのではなく、時に言語学的にも考察しながら、「繰り返し学習」をします。豊かな正しい英語の表現力を身に付けることを目標に取り組みます。

	年間学習計画

	4月

8月

1月


	Book3　Review (Lsn10～)

Book 4  Lesson 1-2
        Lesson 3-4
        Lesson 5
        Lesson 6
        Lesson 7-8
        Lesson 9

　　　　Lesson 10-12
	4月～7月は、 Book3のLesson１～９の中から、

以下の項目を復習し定着を図る

動詞の諸相(復習含む)　過去・進行・受動態・完了

関係代名詞

副詞節

独立分詞構文＋分詞構文

間接話法

仮定法

　
時制・不定詞

　未来形・関係代名詞・条件文

　仮定法

　分詞

　不定詞

  間接話法

Letter Writing/Measuring/Thanking and Apologizing

(Newspaperで時事問題に触れ、やBook4のReading教材による精読も多数取り入れる)
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	ＯＣI-Discovery(Writing)
	英語
	高校1年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	1-AB
	２単位
	Bertram Jordan
	6，7，9，12，3月

	教育目標

The course aims to develop a significant level of fluency in writing using extensive writing on a wide range of topics.  Students will learn and utilize the basic fundamentals of the writing process.  This process entails brainstorming, organizing thoughts, discussion, paragraph building, topic sentences, rough drafts, and re-writing. 

	使用テキスト
Materials will be provided by the teacher.  These materials will be adapted from Internet resources, Write Here Write Now (Colin J. Toms), Paragraphs That Communicate (Hisatake Jimbo/Richard B. Murto) and other writing texts. 

	評価方法
Students will work on short descriptive writing, using short essays, in–class discussion-based writing. Group discussions will be held in class.  Comments and ideas produced in class will be used as fuel for writing.  Students will be urged to implement the use of pre-learned structures or vocabulary from the Discovery Grammar classes.  From the second semester, students will use the above skills and process for opinionated or persuasive writing tasks.  Students will be prepared to write presentations/speeches for the annual recitation contest.  Evaluations will be based on class participation in discussions, homework assignments, finishing writing assignments in class, and timed writing activities (unannounced). 

	受講生へ
You will learn to organize your thoughts and write these ideas in English.  You will also have in-class discussions before writing.  More importantly, this course will help you to begin to develop the skills that will be needed throughout your academic career.  You will be expected to hand in homework assignments on time as well as finishing in-class writing exercises.

	年間学習計画

	First Term

Second Term


	· Techniques in Descriptive Writing 
(Topic Sentences, Supporting Ideas, Useful Expressions)
· Writing process

· Discussion
· Persuasive Writing
(Explaining your ideas to make a point or convince others.)
· Preparation for Recitation Contest
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	英語Ⅰ－α
	英語
	高校1年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	1-ABCDEF
	４
	上西　睦・Jonathan VanDyke
	6,7,9,12,3月

	教育目標

文法事項の体系的知識と言語運用能力を身に付け、更に応用力につなげるための実践的な演習を行なう。高校１学年ではさらに発展的な言語運用力・理解力の増強も視野に入れて授業を展開する。英語I TT・TPに引き続き、文法事項の体系的知識と言語運用能力を身に付け、更に応用力につなげるための実践的・発展的学習を行なう。日本人教員によるTP授業で導入した文法事項を、反復練習などの訓練を通して定着させ、その後Native教員と日本人教員によるTT授業で、その文法知識をもとにListeningとSpeakingを中心とした応用力の促進を図る。語彙3,300語の定着を目指し、英語検定全員準2級、半数が2級以上の合格を目指す。TOEFL450点相当以上を目指す意欲を育てる。

	使用テキスト
株式会社エデック（フリン教材販売）発行　　PROGRESS IN ENGLISH  Book 3　Book 4

桐原書店　　総合英語Forest　Overview English Grammar in 30 Lessons

三省堂　　Crown　English　Series　Ⅰ

	評価方法
テキストの言語材料をもとに定期テストの出題。定期試験（年間５回）の成績が全てでは無く、日常の小テスト(単元確認テストなど)、ノート・課題などの提出状況・内容に基づく平常評価点も考慮に入れる。最終的にはTTとTPの合算で「英語Ⅰ」の評定となる。定期試験では、授業の内容理解と、応用力をみる新規の問題を含む。

	受講生へ
テキストの内容が基本で、授業での積極的参加と応用力をつける課題・復習に取り組むことが必要です。家庭学習は予習を基本とし、テキストの語彙、文法事項の習熟に努めて下さい。配当時間数に比べ扱う言語材料が多いので、ページをスキップすることもあります。しかし、授業で扱われて学ぶことだけが学習事項・学習内容の対象ではないので、基本的に全ページの学習が求められます。TTでは授業中に英語をよく聞き、それを声に出して正しい発音で何度も繰り返し練習します。家庭学習では、TP授業で学んだ文法事項のテキスト部分をよく復習し、疑問点を後に残さないよう心がけましょう。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月
10月

11月

12月

１月

２月

３月
	 Book 3 Lesson 11+12    　　Relative Pronouns                      

Lesson 13,14,15 　　Narration                              

Lesson 16       　　Subjunctive Mood       

Book 4  Lesson 1+2      　　Present Tense, Past Tense              

        Lesson 3        　　Future Tense                           

        Lesson 4        　　Conditions                             

        Lesson 5        　　Subjunctive Mood, Preparation for the Recitation Contest

        Lesson 6        　　Participles                            

        Lesson 7        　　Infinitives                            

        Lesson 8        　　Gerunds
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	英語Ⅰ-β
	英語
	高校1年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	１-ABCDEFGH
	４単位
	南部・田中（英）・ William Andrechek・Sean　Patterson
	6，7，9，12，3月

	教育目標

高校入学生の英語運用能力の早期 catch up を図る。基本的には文法事項の体系的知識と言語運用能力を身に付けることを重点とするが、高校入学生には新しい授業形態であるNative教員とJETとのTT授業(１単位)により、Native教員がドリルや口頭練習を中心として授業をリードすることで、生徒は自然な英語の表現を暗唱し、定着していく。日本人教員のTP授業(３単位)はTTで取り扱った言語材料の知識の体系化や定着・発展的学習を行う。語彙3,300語の獲得を目指し、英語検定全員が3級、半数が準2級以上合格を目指す。TOEFL400-450点相当以上を目指す意欲を育てる。

	使用テキスト
株式会社エデック（フリン教材販売）発行　　PROGRESS IN ENGLISH  Book 2　Book 3

桐原書店　　総合英語Forest　Overview English Grammar in 30 Lessons

三省堂　　Crown　English　Series　Ⅰ

	評価方法
テキストの言語材料をもとに定期テストの出題。定期試験（年間５回）の成績が全てでは無く、日常の小テスト(単元確認テストなど)、ノート・課題などの提出状況・内容に基づく平常評価点も考慮に入れる。最終的にはTTとTPの合算で「英語Ⅰ」の評定となる。定期試験では、授業の内容理解と、応用力をみる新規の問題を含む。

	受講生へ
テキストの内容が基本で、授業での積極的参加と応用力をつける課題・復習に取り組むことが必要です。家庭学習は予習を基本とし、テキストの語彙、文法事項の習熟に努めて下さい。配当時間数に比べ扱う言語材料が多いので、ページをスキップすることもあります。しかし、授業で扱われて学ぶことだけが学習事項・学習内容の対象ではないので、基本的に全ページの学習が求められます。TTでは授業中に英語をよく聞き、それを声に出して正しい発音で何度も繰り返し練習します。家庭学習では、TP授業で学んだ文法事項のテキスト部分をよく復習し、疑問点を後に残さないよう心がけましょう。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	Book 2  Lesson 1+2         　　SVOC　　　　　                     

        Lesson 3+4         　　Pronouns, 重文                     

        Lesson 5+6         　　Perfect Tense                      

        Lesson 7+8         　　Passive Forms                      

        Lesson 9,10,11,12  　　Participles,                       

Infinitives, Gerund

        Lesson 13+14       　　SV(=make, have, see, hear)OC       

Book 3  Lesson 1           　　SVOC, SVOO, Preparation for the Recitation Contest
Make+O+C, have+O+C, Passive Form   

        Lesson 2           　　Relative Pronouns                  

        Lesson 3           　　Participles                        

        Lesson 4+5+6+7     　　Adverb Clause           
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	ＯＣⅠ‐α
	英語
	高校1年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	1-ABCDEF
	２単位
	上西　睦・Jonathan VanDyke・Martin Langford
	6,7,9,12,3月

	教育目標

英語I（TP・TT）で学習した内容の補足的授業で、文法形態の更なる定着化と応用力の促進を図る。TPでは、文法事項の確認テストなどを行い、確実に基本文法を日本語で先に理解させることを狙いとする。また、語彙力を高めるため、新出単語を確実にリストアップさせるストックノートを作る指導をし、年5回、回収しチェックを行う。 OCLでは各クラスを半学級にしてNative教員による授業を行ない、TT・TPで学習した文法事項を基にしたListening指導とActivityを活発に行なうことで、更に英語運用能力の向上を図る。また、2月に行なわれる英語暗誦大会に向けて、Writing能力を高める演習を行なう。修了時、語彙3,300語の定着を目指し、全員が英検準２級、半数が2級以上に合格できる力を養う。TOEFL450点相当以上を目指す意欲を育てる。

	使用テキスト
OCIG・OCIL共通:  PROGRESS IN ENGLISH (Book3 & 4)
三省堂　　Crown　English　Series　Ⅰ
桐原書店　　総合英語Forest　Overview English Grammar in 30 Lessons

	評価方法
JETによる文法主体のクラスと、NETによるリスニング・スピーキング主体のクラスの総合評価となる。授業内に出される課題やグループワーク、英語暗唱大会への取り組み、ストックノートなどの提出物、小テスト、そして定期テストが評価対象となる。定期テストはTT・TPと共通となり、その中のスピーキング・リスニングの部分がOCIの評価対象となる。

	受講生へ
毎回の授業を大切にしてください。TT・TPで理解した内容を更に応用力として活用できるようにするのが目的です。授業で習ったことをしっかりと家で復習する習慣をつけましょう。課題の内容、形式、締め切りなどについては特に注意してください。授業以外においても、時事的、社会的問題について関心を持つことが大切です。また、英語検定など、積極的に目標を持って受験しましょう。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月
10月

11月

12月

１月

２月

３月
	Forest　Overview English Grammar in 30 Lessonsに基づいて、授業を展開する。
オリエンテーション　　第1・2・3章　文の種類・動詞と文型（１）（２）　
第４・5・6・７章　動詞と時制（１）（２）・完了形（１）（２）　　
Crown　Lesson1　　 
第８・９・10章　助動詞（１）（２）（３）（４）

模試対策　第11・12章　態（１）（２）

第13・14・15不定詞（１）（２）（３）　第16・17章動名詞（１）（２）      
第18・19章　分詞（１）（２）

第20・21章　比較（１）(2)

第22・23・24章　関係詞（１）（２）（３）

第25・26章　仮定法（１）（２）　　第27章否定 
暗誦大会クラス内コンテスト　第28・29章接続詞（１）（２）

第30章　時制の一致と話法             


2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	OCⅠ-β
	英語
	高校1年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	１-ABCDEFGH
	２単位
	南部・田中（英）・ William Andrechek・Sean　Patterson
	6，7，9，12，3月

	教育目標

英語I（TP・TT）で学習した内容の補足的授業で、文法形態の更なる定着化と応用力の促進を図る。TPでは、文法事項の確認テストなどを行い、確実に基本文法を日本語で先に理解させることを狙いとする。また、語彙力を高めるため、新出単語を確実にリストアップさせるストックノートを作る指導をし、年5回、回収しチェックを行う。 OCLでは各クラスを半学級にしてNative教員による授業を行ない、TT・TPで学習した文法事項を基にしたListening指導とActivityを活発に行なうことで、更に英語運用能力の向上を図る。また、2月に行なわれる英語暗誦大会に向けて、Writing能力を高める演習を行なう。修了時、英語検定全員が3級、半数が準2級以上合格を目指す。TOEFL400-450点相当以上を目指す意欲を育てる。

	使用テキスト
OCIG・OCⅠN共通:  PROGRESS IN ENGLISH (Book2 & 3)

三省堂　　Crown　English　Series　Ⅰ
桐原書店　　総合英語Forest　Overview English Grammar in 30 Lessons

	評価方法
JETによる文法主体のクラスと、NETによるリスニング・スピーキング主体のクラスの総合評価となる。授業内に出される課題やグループワーク、英語暗唱大会への取り組み、ストックノートなどの提出物、小テスト、そして定期テストが評価対象となる。定期テストはTT・TPと共通となり、その中のスピーキング・リスニングの部分がOCIの評価対象となる。

	受講生へ
毎回の授業を大切にしてください。TT・TPで理解した内容を更に応用力として活用できるようにするのが目的です。授業で習ったことをしっかりと家で復習する習慣をつけましょう。課題の内容、形式、締め切りなどについては特に注意してください。授業以外においても、時事的、社会的問題について関心を持つことが大切です。また、英語検定など、積極的に目標を持って受験しましょう。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月
10月

11月

12月

１月

２月

３月
	Forest　Overview English Grammar in 30 Lessonsに基づいて、授業を展開する。
オリエンテーション　　第1・2・3章　文の種類・動詞と文型（１）（２）　
第４・5・6・７章　動詞と時制（１）（２）・完了形（１）（２）　　
Crown　Lesson1　　 
第８・９・10章　助動詞（１）（２）（３）（４）

模試対策　第11・12章　態（１）（２）

第13・14・15不定詞（１）（２）（３）　第16・17章動名詞（１）（２）      
第18・19章　分詞（１）（２）

第20・21章　比較（１）(2)

第22・23・24章　関係詞（１）（２）（３）

第25・26章　仮定法（１）（２）　　第27章否定 
暗誦大会クラス内コンテスト　第28・29章接続詞（１）（２）

第30章　時制の一致と話法             


2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	情 報
	情 報
	高校１年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	Ａ～Ｈ
	１単位
	斎藤博之・後藤麻美子
	９,３月

	教育目標

コンピュータや情報通信ネットワークなどを活用して、情報を適切に収集・処理・発信するためには、人にいかに伝えるか、というコミュニケーションを整理し、情報の表現やプレゼンテーションの能力を育てる。

	使用テキスト
「情報Ｃ」  日本文教出版



	評価方法
実習、課題（提出作品等）と定期試験の合計を基準とする。

       定期試験 ５０点   課題（提出作品等）５０点 の割合で評価する。

	受講生へ
各種ソフトウェアの情報技術の習得だけに踏みとどまることなく、問題解決のために本教

科だけでなく他教科においても適切に各種ソフトウェアの中から取捨選択して伝達・表現

が目的に応じて活用できることを意識した授業展開とする。

	年間学習計画

	4月

5月

6月

8月

12月

3月
	・情報機器利用の再点検

　　ルールとマナー（一般的なもの、学内のもの）

・基本的なソフトの使い方

　　Ｗｏｒｄ ／ Ｅｘｃｅｌ

・通信のしくみ

　　ネットワークの原理   情報の広がりと問題点

・メディアリテラシー

　　メディアの種類と特性（新聞・書籍・ラジオ・テレビ・インターネット）

　　氾濫する情報、情報操作と倫理

法律問題（著作権、商標）
・HPの作成 （HP作成の方法  画像の処理）

　　課題：「著作権のホームページ」

・プレゼンテーション

　　なぜプレゼンテーションをするのか

　　効果的なプレゼンテーションとは？


2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	地球市民
	地球市民
	高校１年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	高１全クラス
	１単位
	片岡　徹・棚橋　知之
	なし

	教育目標

これからの社会を生きていく私たちに求められているのは「総合的な問題解決能力」です。一地域や一国だけの問題にとどまらず、国境を越えたいわゆる地球的問題群(global issues)が現実の問題として私たちの前に立ちはだかっています。これらは、今までの教科・科目にとどまらずに学際的アプローチ(interdisciplinary approach)を通して多角的に事象を研究・分析しなければならない問題でもあり、あらゆる教科・科目の知恵と知識を総動員して問題の解決に当たらなければならない問題です。最近では、「地球的に考え、地域で行動する」(Think globally, Act locally)という言葉や、地球的と地域という言葉を組み合わせて、glocalization (globalization + local)という用語もよく見受けられるようになりました。授業では現代社会において地球規模で問題となっている出来事や、いまだ解決されていない諸問題に対してどのように考えていったらよいか、アプローチの仕方や学習・研究の方法について考えていきます。取り上げる題材自体は必ずしも地球規模での問題ではない場合もありますが、それは問題解決のアプローチの方法について学ぶためであり、そのことからこれからの社会を生きていくために必要な問題解決能力の育成を本授業を通して目指していきます。

	使用テキスト
なし。プリントを毎回用意します。

	評価方法
①レポート（GW課題・夏休み課題・冬休み課題など）

②提出物

	受講生へ
授業はテーマごとに進めていくこととし、教員が用意した資料、地図帳、ビデオ、PCなどを活用し、講義、ディスカッション、調査、発表などを通して行う、黒板とノートだけの筆記中心の教科と違う実技教科です。生徒と教員がともに考える、そんな授業にしていきたいと思っています。積極的な参加を希望します。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	オリエンテーション

議論の方法

議論の方法

経済／経営教育～（Management Economic Simulation Exercise（MESE）～

経済／経営教育～（Management Economic Simulation Exercise（MESE）～

経済／経営教育～（Management Economic Simulation Exercise（MESE）～
メディア・リテラシー

メディア・リテラシー

開発教育

異文化理解ワークショップ

異文化理解ワークショップ

高校1年地球市民のまとめ
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